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テコンドーに挑戦しています！ 
今年度の国際クラブ発表会ではテコンドーに挑戦することになりまし

た。テコンドーは 1955年に朝鮮半島で誕生した華麗で多彩な足技が

特長の武道です。 ソギ（立ち方）、チルギ（手技）、チャギ（足技）などの

基本動作が全部で約３２００個あるのですが、その中の最も基本的な動

きをソンセンニムから教えてもらい練習をしました。 

今、教育実習にきている先生２人は、中学生のときに民族学級で中心となって頑張ってくれて

いました。教育実習生として、中学生の時とは違う立場で OTに参加して感じたことや後輩へ向

けてのメッセージを聞いてみました！ 
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国際クラブ活動連絡 

６月２日（火） 2:40～3:30 
プンムル：体育館 （多目的室のとなりの国際クラブ室で楽器を取って持っていく） 

テコンドー：１年学習室 

韓国語学習：２年３組 

国際理解ダンス：【男子】３年学習室 【女子】多目的室 

中国語クラブ：図書室 

教育実習生として、７年ぶりに OT に参加してみると、私が通っていた頃にはなかったテコンドーが新しく取り

入れられていたり、変わらず韓国語の勉強や発表会に向けてプンムルやダンスの練習に取り組んでいて、改め

て OT の時間はとても充実していると感じました。私たちは３年生時の発表会でケンガリをしたことを今でも覚え

ています。夏休みも練習に参加して、部活や勉強と重なり大変だと感じることもありましたが、素敵な演奏をつく

りあげた経験は今では大切な思い出です。 

また、学年を超えて交流できることも魅力の一つだと感じました。みんなで協力しながら活動に取り組む時間

は、きっと大切な思い出になると思います。 

日々の学校生活で忙しいと思いますが、ぜひ発表会に参加して欲しいと思います。高校生や大学生になると

韓国のルーツについて学んだり、楽器や文化に触れたりする機会も少なくなっていきます。自分のルーツを学べ

る機会があることを大切にしながら、楽しく取り組んでくださいね。 

みなさんで協力して、素敵な発表会をつくりあげてください。 

発表会がよりよいものになり、みなさんにとって忘れられない思い出になることを願っています！ 


